
　　　　

令和7 年 4 月 1 日

9 時 30 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

定期イベントの実施（主に各週の土曜日や祝日）障がいをもっている事でいろいろなことを諦めたり、我慢してきている子どもや家族は多いと思います。家族だけでは難しいかもと思っていた事も事業所と
一緒に行うことで多くの経験を積み重ね、子どもや保護者を助けるのではないだろうか。子ども達の夢や興味の幅を広げ、「楽しい！」といった経験を増やせると考えています。こういったイベントを通じ
て各ご家庭との交流、職員との交流を深める場とし、「経験してよかった！」と思える場を増やしていきます。また、保護者向けのセミナーとかも開催している。

家族支援

家族参加型のイベントを開催しています。また、保護者様向けの講義や講習を
開いて未来の事を一緒に考えられる場の提供。ご家族の方が気軽にお話ができ
るように雑談会などを行っています。

移行支援

地域支援・地域連携

近くの公園に行ったり、地域のお店に行って買い物学習をしたり、長期休み期
間中などは、博物館や科学館などの体験など、様々な場所に行っての体験や連
携をしたいと思っています。

職員の質の向上

研修に参加したり、講師の方に声をかけて事業所に呼んで講義。また、他
のデイサービスと連携してイベントに参加したりと、様々な場面での経験
を増やせるようにしている。

支　援　内　容

日常生活を営む上で必要不可欠な基本動作（あいさつ・礼節・食事・更衣・整容・排せつ）の支援を行います。
（具体例）→来所・退所時のあいさつ、人に親切にしてもらった時の お礼、いけないことをしてしまった時のお詫び、食事のマナーなど、来所中の様々な場面において、スタッフが模範
を示し対応します。

健康・体力・リフレッシュ・バランス感覚・将来に繋がる基礎体力、社交性の向上・増進のために役立つ色々な運動を行います。
（具体例）公園などに行った際に縄跳び・鉄棒・鬼ごっこ・徒競走・リレー・バドミントンや雨天時にも室内でバランスボール・ダンス・マット運動などを取り入れて体を動かすことの
大切さやできることへの喜びにつなげていきます。

本
人
支
援

放課後等デイサービス向けの教材を用いてブロック制作・プログラミングを学ぶことにより、『約束を守る・説明を聞く・仕組みを理解する・手順を守る・手先を使う・完
成する・完成したもので遊ぶ・仕組みを実感する・時間が来たら片づける…』等のスキルを培います。

外活動や買い物学習を通して職員との会話のやりとりを増やしたり、遊んでいる時にお友だちとのコミュニケーションを増やして交流を増やす機会を多く作っていく。また、その中で自
分の気持ちを伝えたり、相手の気持ちや行動を考えられるように進めていく。

様々な活動の中で、対人関係が円滑なものとなり、社会で人と関わって生きる際に必要なスキルを身につけられるように練習を行います。
（具体例）→放課後等デイサービス向けの教材を用いてブロック制作・プログラミングを学ぶことにより、『約束を守る・説明を聞く・仕組みを理解する・手順を守る・手先を使う・完
成する・完成したもので遊ぶ・仕組みを実感する・時間が来たら片づける…』等のスキルを培います。

支援方針

子ども達の「やってみたい！挑戦してみたい！」と思った事を実現させてあげられる場所を作ってはいけないのかと感じました。そこで、児童デイサービスの制度を利用し、日々の中で
成長していく子ども達の場所を作り、1 人ひとりにあった支援を探して向き合っていく支援を実施していく事がこれらの問題解決につながると考えました。「楽しく！自由に！のびのび
と！」子どもたちの笑顔を守っていく日々を作っていく。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
子どもたち 1 人ひとりの個性を大切にしたカスタマイズされたサービスの実施が可能となり、子どもたちの性格や能力、興味について深く理解し、それに合わせた活動や支
援を受けることができ、「学校と家庭のちょうどいい中間地点」としての存在になり、アットホームで子どもたちが伸びのびと過ごせ、保護者も安心できる場所作りを増やしていきたい
と思います。

事業所名 LETS　DO　IT 作成日支援プログラム


